
晴れの国野生生物研究会

（一社）　ふるさとけものネットワーク

オオサンショウウオの暮らす清流を守ろう！
自然体験のフィールドづくりからはじめる水と
緑の回廊の再生

鳥獣被害対策における支援組織の育成・提
言・ネットワーク化

啓発活動の調査会・
観察会の開催 28 回
活動の拠点となる
フィールドづくり 4 か所

今年度計画の達成度 75 ％

目標達成度 60 ％
 岡山県真庭市
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活動内容と成果
豪雨のたびにオオサンショウウオの個体群が流され、
生息個体数の減少が著しい岡山県北部の生息地におい
て、「オオサンショウウオの暮らす川づくり」を進める
ための調査・検討を行った。また代表的な生息河川であ
る田羽根川についてハンザキサンクチュアリ（オオサン
ショウウオ保護管理河川）として保護対策を行うととも
に、新型コロナウイルスの影響下においても、美しい清
流の環境づくりを進めている下和川「長とろ」を活動拠
点に、県内広くから多くの親子が参加する体験型環境
学習会を開催し、オオサンショウウオ生息地再生活動
の輪を広げることができた。

活動内容と成果
計画当初から新型コロナウイルス感染症の感染拡大
によるオンライン化を余儀なくされたが、すべての
プログラムをオンライン開催に切り替えることによ
り、実施できた。しかし、音声トラブルや司会進行の
難しさなど課題も残り、次年度以降も運営スキルを
高めていく必要がある。
けもの塾は当初からオンライン化を計画していたた
め、予定通り作成することができたが、講師陣のスケ
ジュール調整に難航したため、公開が年度末になっ
てしまった。次年度は、作成した講座をしっかりPR
して、けもののまち医者を増やしていきたい。

課　題
オオサンショウウオの個体群が豪雨のたびに流され、
元の生息域に戻れないことに加え、以前の生息域も河
川工事などによって環境が改変されており、生息個体
数の減少が進行。

目　標
豪雨により流されたオオサンショウウオの個体群の保
護を図るとともに、生息地となる清流環境の保全と再
生を進めることで、オオサンショウウオの永続的保護を
目指す。

課　題
①獣害対策の担い手育成（けもののまち医者の育成）
②農村集落における過疎高齢化して年々厳しくなる獣
害対策の体制
③地域における「けもののまち医者」の地位確立

目　標
● けもののまち医者が認知され、地域に根付く
● 狩猟を通じた都市農村交流のモデル完成と普及
● 手引きや獣害対策白書を活用した行政と市民への理
解が広まる
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■苦労した点
新型コロナウイルスの影響下ゆえ
に、下和川「長とろ」での野外環境学
習会への参加希望者が県内に急拡大
し、その受入対応に時間を費やした。

■工夫した点
運営体制を強化し、自然体験学習会
の実施日を増やすとともに、フィー
ルドを拡大させ、時間差でのプログ
ラム進行を行った。

■苦労した点
獣害に困っている高齢化集落におい
て、対面での支援ができず、チラシ
など配布物のみの対応になったこ
と。

■工夫した点
新型コロナウイルス禍において、担
い手育成のプログラムをすべて対面
でなくオンラインに切り替えたこ
と。

田羽根川・下和川水系について、ハンザキサンクチュアリとして集中的に保護対策
を講じるとともに、生息地での環境学習会を多く開催し、賛同者・協力者を増やし
ながら、「オオサンショウウオの暮らす川づくり」を進める。

新型コロナウイルス禍における獣害対策支援として地元の担い手育成を遠隔で行
い、フォローしていく体制を整えたい。けもの検定における信用度を高め、けもの
塾オンラインを受講する参加者を増やしていきたい。
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下和川「長とろ」での体験型環境学習会下和川「長とろ」での体験型環境学習会

けもの塾オンライン講座の作成けもの塾オンライン講座の作成

観察会で捕獲された全長110cm超観察会で捕獲された全長110cm超
の個体の個体

野生動物対策技術研究会の開催様野生動物対策技術研究会の開催様
子子

けものJOB活参加者 120 人
野生動物対策技術
研究会参加者 118 人

今年度計画の達成度 60 ％

目標達成度 60 ％


